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日本列島におけるカゴ細工の諸系列(3)一
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1.問 題提起

亜.5つ の事例

 1,静 岡県沼津市久連

 2.愛 知県北設楽郡豊根村

 3 岐阜県神戸町瀬古

 4 石川県羽咋郡志賀町

 5 長野県上水内郡戸隠村

I/.若干の考察

1.問 題 提 起

 中部 地方の タケカゴ細工 は,東 北地 方のタケカゴ細工 と同 じよ う,に,ネ マガ リダケ

のタケカゴ細工,シ ノのカゴ細工,マ ダケのカゴ細工 の3系 列に整理 してみ ることが

できる。

 た だ,中 部地方のタヶカゴ細工 は,東 北地 方のカゴ細工 とちがい,そ の地域の大部

分 は,す で に,マ ダケの勢 力圏 に含 まれ,マ ダケのカゴ細工の幾つかの流れ が形成 さ

れて いて,は るか に複雑な様相 をて い してい る。

 そ の ことは,国 立民族学博物館所蔵の旧文部省史料館(以 下 文史 と書 く)の 資料に

よ って もうかが うことができる。文史資料の うち,中 部地方を所用地 とす るもめの う

ちには,幅 のひろいマダケをいか した,大 型の背負 カゴがあり,6つ 目編や ネジ リカ

ゴの系列 に含まれ るもの もあ り[文 史1968:10],ま た,同 じマダケで も,細 工の こ

まか い台所用のザルや ビク,碗 カゴ,豆 腐カゴ,塩 カゴ,花 つみカゴ,草 つみ カゴ,

メ シビツ,そ れ に4つ 目の メカイ もあ り[文 史 1968:..,62,80,82,90,100,102,

108,llO, II8,120,122,124],佐 渡 には,サ ドソウケをは じめ,モ ミ ドウシ,魚 カ

ゴ,ミ ソコシそのほか,す ぐれたカゴ細工がお こなわれている[文 史 1968:40,46,

68,70,80,90]。 シノ,ス ズのカゴ細工について は,必 ず しもあきらかではないが,

ネマガ リダケのカゴ細工については,ソ バ アゲザル,ザ ル,ワ ンカゴ,ク ワボテなど,

い くつかの標本 が採集 されてい る[文 史 1968:30,40,56,76,120]。

 こ こでは,比 較 的最近 の採訪を もとに して,中 部地方 タケカゴのそう した姿 のわず

かばか りを,追 ってみよ うと思 う。

*国 立民族学博物館第4研 究部
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 この小文 をまとめるために,と りわ け,次 の事柄 に注意 した。

 1 分 析 の素材 としては,文 史資料,現 地 での聞 きとり,そ れに,統 計資料や地域

概要を参照 し,こ れ までのよ うに,聞 きとりは野帳に記 し,そ れを聞 き書 の形 にまと

め,聞 き書を引用す る形で小文を構成 した。

 2 採 訪 の際にうかが った事柄 は,本 来,論 文における引用 とま った く同 じよ うに,

同 席 された方 々の お名前 とともに明記 して,い ちいち出所 をあきらかにすべ きで ある

が,い ろいろ考 えたす え,こ こでは 本 文中に,い っさい,個 人のお名前 はださない

ことに した。 しか し,も し聞 きちがい ・思 いちがい ・そのほか不適 当なところがあ っ

た ときには,す みやかに誤 りをただ しY4 Vい と思 う。

 3 小 文 で は,聞 き書 によるだ けではな く,な るべ く採訪地で生産 された カゴを も
                            

とめ,し ば らく手 元においてつかい,使 いご こちな どた しかめ,聞 き書の裏づ けに し

た。

 4 カ ゴ 自体め分析 をすす める場合,用 語に よる形態記述 はさけ られ ない手段であ

るが,し か し,カ ゴの技法 などにつ いての用語 は,そ れぞれ,そ の土地 によって異な

るか ら,こ こでは,な るべ く簡単 な用語法を用 いる ことに し,と りあえず,次 の約束

で用語を適用 した。

 カ ゴ……いわゆるザルを含む。カゴのうち,タ ケを材料 に した ものをタケカゴとい

 う。 ここでは例外的に竹箕 をカゴの仲間にいれた。

 タケ・・…・カゴを編むのにつか うタケで,タ ケの横断面 について,そ の中心点を とお
                                  おおわり  こ

 る線(直 径)に したがってタケを切断することを割るという。タケ割には大割と小
 わり

 割 を区別す る。 また,割 った タケを,タ ケのまわ りの接線 に平行 に切断す ることを
                                  かわだけ             みだけ

 へ ぐという。 タケには,皮 の部分のついた皮竹 と皮 のつかない身竹 を区別す る。
                  よ つ め む つ め     ざるめあみ

 カ ゴ の編み方…… カゴの編 み方には,4っ 目,6っ 目,ア ジロ,筑 目編を区別 し,
                                めとお

 目 を全部ふ さいで しま うことを 目潰 し,透 き間を あけてふさ ぐことを 目通 し(目 透

 し),目 潰 のタケを 目潰 し竹,目 通 しのタケを 目通 し竹 とす る。 縁 の仕上 げには,
       あ   の だ ぐち し あ   じやばらまき ともぶち    まきぐち し

 共 縁,巻 口仕上 げ,野 田口仕上げ,蛇 腹巻 の4つ の型を区別す る。縁 にそえるタケ
  ふちだけ

 を縁 竹,縁 に巻 くタケを巻竹 とい う。カゴには,底,胴,縁 の3つ の部分 を区分 し,
            こしたて

 底から胴にいたる過程を腰立 という。

 5 地元での呼び名は,こ れまでの慣例にしたがって片仮名で表記 し,意 味のとり

にくいものには漢宇の当て字をつけた。聞き書か らの引用にに*を 附して,拠 りどこ

ろを示した。

 6 ここにあげた以外,も ちろん,中 部地方には取 りあげねばならないヵゴの生産

地がたくさん残されている。佐渡のカゴ細工には触れなかったし,富 士山麓のカゴ細

工や,南 信のカゴ細工にも触れなかった。この小文が,各 地のカゴ細工のこれまでは

たした役割を掘 りおこす緒 となればと思う。なお,カ ゴ細工にたずさわる方 々,ひ と
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りひと りについて,ど のよ うにす ぐれた技能 を もち,ま た,職 業観 に裏づ け られてい

るか をあき らかにす る ことは,も とよ り,大 切 な ことで ある。 しか し,こ こで は,カ

ゴ細工 をその地域全 体の文化遺産 のひとつ と考 えて,そ れ には触れなか った。

皿.5つ の 事 例

1.静 岡県沼津市久連

a と ころ

 静岡県東部最大の商工業都市沼津の中心街から南へ3kmほ どくだると,も との御

用邸,い まの沼津御用邸記念公園につく。現在 ここには市立沼津歴史民俗資料館が開

館 し,漁 携関係の民具や,縄 文か ら奈良平安にいたる市内出土資料の意欲的な展示に

接することができるが,そ こか ら馬込,獅 子浜をとおり,「 大久保の鼻」 という岬を

まわるあた りから,駿 河湾を とりこむようにして,伊 豆半島西北端の大瀬崎まで,

13kmの 海岸線がつづいている。この海岸線は複雑にいりくみ,そ の入江に面 して18
           くつれ
の集落がな らんでいる。久連 の集落 もそのひ とつで,ち ょうど旧御 用邸 の真南 に位置

して いる。そのあた りは,海 岸近 くまで山がせ りだ し,等 高線を追 ってゆ くと,西 伊

豆 スカィラィンのある標高982mの 達 磨 山に達す ることができる。 久連 には飽玉 白

珠比嘩命神社があ り,前 面 の海岸 には,海 面下12mの と ころか ら 「ワ ラサ根」 とよ

ぶ,ワ ラサ,ア ジ,イ サキなどのよ くとれる場所があ り,そ こは海底 のお花畑 といわ

れてい る。

 沼 津市全体の産業 人口の うち,53.6%が 流 通部門,40%が 製、造 ・建設部 門で,農 業

に したが うひとた ちの割合 は5.3ｰ0,漁 業 に従事す るひとた ちの割合 は,水 産 ・養殖

部 門を含 めて1.2ｰ0に す ぎないが,久 連を含 む西浦 ・内浦地区についてみる と,農 業

人 口は全体 の43.5%を 占め,漁 業 に したが う人の割合 も9.o ｰoに お よび,第3次 産業

の比重 は35ｰ0と な っている[沼 津市 1976:1,24-25,90-91 ]。 な お,漁 業で は,ア

ジの水揚が もっとも多 く(29.9%),金 額 的に も上位を しめ(22.7ｰ0),そ れ についで,

マ グ ロ(15.4%),カ ツ オ(11.0%)の 扱 い量が これにつづいてい る。

   0 タ ケ

 久 連で は,現 在,カ ゴ細工にはモウソウダ ケがつかわれている。 しか し,こ れは

「この ところ,マ ダケが枯れて しまったか らで,10年 前 には,圧 倒的にマダケがつか

われた」*。マダケの タケヤブは,伊 豆な ら,ど こにで も,た やす くみ られ るが,「 沼

津 の町 にタケを専門に商買に しているタケ屋があ り,そ こか ら買 って きた」*。むか し

は,18・18cmも の で6本1束,21.21 cmも ので5本1束,24.24 cmで4本1束,

27.27cmも の で3本1束,30.3 cmの タケは,30.3 cm 1本 に18.2 cmの もの1本

をつけて1束 に し,お いてい って くれた とい う。材 料のタケは,冬 に買いためておき,
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カゴを編む とき,編 むカ ゴの種類 によって,立 竹な ら 「シキ(底 の幅)と カ ブの深さ

によって長 さをきめ」*,ノ コギ リで その長 さに切 り,ナ タで2つ に割 り,さ らに,幅

5mmぐ らいに小 割に し,廻 し竹な ら 「3枚 にへ ぐ。身 と皮 とが半 々にな る くらいに

へ いで おいて ,身 のほうは 全部捨てて しまい,残 った皮 のほ うを,ま た,2枚 に へ

ぐ」*。 もっとも,「 直径136.4cm・ 深 さ48.5 cmの4ツ 目の野菜 カゴの ような もの

を編 む場合 には,厚 く2枚 にへ ぐ」*。廻 し竹 は 「細い幅で,長 くしないといけないの

で,ヘ グのが,こ とさら難 しい。 同 じ幅で同 じ厚 さに しておかないと,あ とで とて も

編 みに くい」*。壁 ぎわに は,長 さ3.64mく らいの細い竹 が,コ イル のように大 きく

巻 いておいて ある。 それが廻 し竹 につかわれる。

   c 編 み方

 久連 では,立 竹 をタテヒゴ,廻 し竹 をマワシ と呼んでい る。

 タ ケカゴ細工を習いは じめ,最 初 におぼえさせ られ るのは,底 編だ とい う。 「むか

しは,親 方 のところに6年 か ら7年 住 み こみ,そ れがおわ ってか ら礼奉公 を して独立

した ものだが,は じめは,底 の シキを編 むのか ら教わ る」*。いま作 られているカゴは,

お おかた,目 の細かい筑 目編で,そ れだけに,廻 し竹を揃 えてお くことが必要 になる

のだが,そ の底編 はアジロ編で,「3つ おきに(3つ 跳ね3つ 潜 りで)組 み,そ れか

らナナマ ワシ(7廻 し)を か け,ナ ナマワ シの ときにウソとい って,ア ジ0に 組ん だ

タケのなかか ら1本 だ け出 して きて,タ テ ヒゴを2本 ずつい っ しょになるよ うに し,

胴 もそのまま編 んでゆ く」*。その様子 については後 に触れよ う。 とにか く 「シキをつ

くるのが,い ちばん難 しく,こ とにナナマワ シでアジロのタケを2本 ずつにわけ,タ

テ ヒゴに してゆ くのが難 しい」*。そこで錯覚 する と筑 目編はで きない し, 「シキの編

み方で,カ ゴの全 体の形 や格好 がきまる」*。

 カ ゴ細工 の修業 は,そ のあと 「3年 か ら4年 もかか って タケヘギをおぼえ」*,「 最

後 はクチマキ(縁 仕上 げ)や,力 骨をいれる仕上 げの工程をおそわ った」*。クチマキ

には 「その年にでた新 しいタケをつか い,こ れ も約3.6mの 長 さに,し か も薄 くへい

で おいた ものをつか う。 クチマキのタケ は,幅6mmで4枚 にへ ぐ」*。 「縁までき

た タテ ヒゴは,縁 か ら3.03cmぐ らい出た ところで先を切 り,縁 に平行 に折 りまげ,

そ れに厚 さ5mm・ 幅10mmの タケをいれて骨に し,そ の うえか らクチマキのタケ

を ひとつお きに2回 巻 き,そ のうえか ら,さ らに,皮 竹 を反対 の方向 に巻いてお く」*。

久連で は,2重 の巻口仕上 げが縁仕上 げの共通手法 とな る。 「クチマキの あとで,チ

カ ラ(力 骨)を2本 いれる」*。

 以 上 のカゴ細工の様子を1イ ソ ビクについて確かめてみよ う(附 図1)。 このイ ソビ

クは口の直径が28cm・ 高 さ28 cm・ 底 の直径 は21 cmで,全 体的 にふ っ くらとし

ていて,し か も非常に密 度のたかい編み方がな されている。つか って あるタケ も,肉

が厚 く,丈 夫で手 にとってみ ると予測以上 に重 いことに気づ く。実際 に計 ってみる と
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540gと な る。

 底 はアジロ編みで,中 心部 は,幅5mmの 皮 竹 ・身竹 を交互に組み,3本 のタケ

を組合 わせ て1筋 を構成 し,2つ 跳 ね2つ 潜 りで編んでい る。 中心部のまわ りの7廻

しには,幅3mmの 皮 竹を いれ,そ の まわ りに,こ れよ りやや細 い幅2mmの 皮 竹

を12回 廻 し,い ずれ も,皮 の面がカゴの内側にで るように していれ ている。ア ジロの

部分は皮 竹 ・身竹 を交互 に組合わせ,し か も3本1筋 にまとめてあるので,筋 によっ

て,皮 竹がまんなかに くる筋 と,両 側 に くる筋 とが あ り,そ れ も文様 と しての面 白さ

に結 びつ いて いる。

 胴 は筑 目編で,立 竹 は皮竹 と身竹 とを組合 わせ,2本1筋 でたてている。底 のアジ

ロは5筋 に5筋,都 合10筋 で つ くられて いるので,つ か ってあるタケは30本 となる。

これを胴で2本 ずつにま とめると30筋 になり,偶 数筋で旅 目は成 りたたな くな るか ら,

7廻 しに うつ るとき,そ の廻 しのタケの うち1本 を,そ れ とな く立竹 に加え る。腰立

はゆ るやかで,胴 の廻 し竹は幅2mmで,皮 竹 と身竹 を交互 にいれ,幅10mmか

ら20mmの 縞 状の文様を編みだ している。

 縁 仕上 げは2重 の巻 口仕上 げで,立 竹を細か く割 り,折 りまげた後,幅9mmの

皮 竹を添え,そ の うえを右巻 に幅12mmの 身竹 を巻 き,ま たその うえか ら幅8mm

な い し7mmの 皮 竹 を左巻 に,1目 おきに巻いて 仕上げている。 この2重 の巻 口仕

上 げの手法は,養 蚕や漁業 のカゴ細工のなかで育 て られた関東地 方のタケカゴ細工 の

それ と[中 村 1977:179],ま った く共通の ものである。西伊豆 のカゴ細工は,箱 根

以東 のカゴ細工 とつなが りあっている。

 このカゴには,幅25mm・ 厚 さ2mmの 丈 夫な皮竹2組 が,力 骨 としていれてあ

る。力骨は,底 編 とは直接関係な く,底 の外側で十の字型に組まれ,組 み 目をハ リガ

ネでかが り,胴 の外側か ら縁の外 側を廻 り,胴 の内側 にはい り,縁 か ら9cmの と こ

ろで,ハ リガネで とめ られている。

 イ ソビクは,縁 の下 に紐 をつ け,力 骨 にとお し,腰 にさげるよ うにす るとい う。久

連の イソ(磯)に は,12月 か ら1月 ・2月 にかけて,ノ リ,コ ブ ノ リ,ヒ ジキなどがつ

く。 イソの ノ リの採集権 は地域 の婦人会が もっていて,1月20日 頃 か ら月2回 ぐらい,

「潮が ひいたのを見計 らい,地 区 ごとに,い っせい に,1軒 で1人 ずつ出て,ノ リト

リをす る」*。たいてい,体 力のある若 い人た ちが参加す るが,「 イソに はい るまえか

ら,た くさんノ リがつ きそ うな場所の見当をつ けてお き」*,合 図 とともに 「片手 にサ

サ ラやカイ(鉄 の刃のついたヘラ),片 手 にザルを もち,腰 にイ ソビクを しば りつ け」*

浜 にお りてゆ く。 「海水 は ピザ ぐらいあ り,潮 が満 ちて くるまでの2時 間か ら3時 間

が勝負なので,イ ソはたいへんな忙 しさだ」*。ビクに半分 とるに は,上 手 な人で3時

間 ぐらいかか り,か き とったノ リは,ノ リカキザルにいれ,と きどきま とめて イソビ

クにあけ,家 でオオイザル に移 して洗い,庖 丁 で こまか くたたいた後,ノ リゴモの う
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えにおいた ワク(枠)の なか に流 しこみ,し ば らくかわか し,10枚 ず つにま とめて出

荷す るとい う。ただ し 「久連で は,ほ とんど自家用 にしている」*。

   d 種 類

 中 伊豆 タケカゴ製造組合が,1969年 に取 り決 めた値段表 には,次 の26品 目があげ ら

れている。 この組合 は,こ の辺 りの カゴ屋 さんたちが加入 し,1962年 頃 には組合員60

人 余だ ったが,最 近で は実際にカゴをつ くる人 は3人 にな って しま った とい う。 「タ

ケが枯れて しまい,若 い人た ちが勤 めに出るよ うになって,後 継 がいな くな って しま

ったか ら」*。

 ア ジロカゴ,カ クカ ゴ(角 カゴ),シ ャクマル ビク(尺 丸 ビク),コ シビク(腰 ビク),

 マ ユ カゴ,シ ャクヨンパ イスケ(尺4パ イスケ),メ カゴ,カ クボウラ(角 ボウラ),

 マル ボウラ,シ バ カゴ,ダ ル マカゴ,オ オザル,イ ットザル,ゴ ショウザル,サ ン

 ジ ョウザル,ニ ショウザル,ク ワシ ョイ,ク サカ リ,ク ワッ ミ,ミ カ ン トリカゴ,

 カ ツギカゴ,イ ソビク,カ ニ ウケ(カ ニ笙),ウ ナギ ウケ,ア ジロ ミ(網 代箕),タ

 ケ ミ。

 この値 段表 には,ミ カ ン採 りの カゴ2,養 蚕用のカゴ3,浜 ・イソ用の ビクや ウケ,

そ れに畑仕事 ・山仕事の背負カ ゴな どが含まれている。 そのうち,現 在,よ くつ くら

れてい るのは表1の よ うである。            '

 「毎 年,9月 か ら10月 末 までは,ミ カ ン採 りにつか うビクをつ くるの に追われ,そ

のあ と,1月 か ら4月 まではイ ソ漁 用のカゴに追 われ,イ ソ用の カゴのあいまに,'ザ

ルなどを こしらえる」*。 「4月 すぎ るとウナギのモジ リ(笙)や カニモ ジ リなどの注文

があ り,そ の仕事の あいだにザルや漁 のカゴを編 む」*。集落の背後の山腹には ミカ ン

畑がひ らけ,こ の辺 りの ミカ ンは西浦 ミカ ンの名で市場 に出荷 されてい る。 とった ミ

カンは ミカ ンカゴにいれて6kgず つ 運 び,そ れ をカッギ カゴに移 しておろ して くる。

表1,久 連 の カ ゴ

品 目 壁 」 シ  キ 1高 さ 備 考

1 ミ カ ン の ビ ク 18.18
cm !   25

.76
crn

2 イ ソ ビ ク 21.21 24.24

3 テ ジ カ ゴ 36.36 7.58 ハ エ ナ ワの カ ゴ

4 ハ ズ カ ゴ 54.54 28.79 カワハギをとるときに

5 ウ ナ ギ モ ジ リ 27.27 66.66 ウケのこと

6 カ ニ モ ジ リ (10.0) 98.48

7 サカナホシカゴ 60.6 6.06

8 ザ ル  (大) 48.48 27.27

ザ ル  (小) 13.64 13.64

9 ア  ジ  ロ 90.9 シイタケをほすのに

10 シ ョ イ カ ゴ 27.27 46.97
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 編 ん だカゴは,仲 買のひとの手で,田 方郡一帯 か ら,湯 ケ島,戸 田あた りまで売 ら

れて ゆ くとい う。

2.愛 知県北設楽郡豊根村

   a ところ

 マダケを材料にしたカゴ細工は,狩 野川下流域か ら揖斐川の流=域まで,東 海地方の

平野部にひろくゆきわたっている。

 それなら,東 海地方の山間地帯には,ど のようなカゴ細工がおこなわれているのだ

ろうか。
                       とうえい

 豊橋 で飯田線 に乗 りか え,急 行で64分 ほ どゆ くと東栄 につ く。そ こでお り,山 道を

22kmほ ど北 にた どると豊根村 の役場の ある下黒川につ く。 そ こか ら,さ らに北へ

16kmほ ど ゆけば,長 野県 との県境の新野峠にっ く。

 豊 根村 は人 口2180,面 積12.028haで,土 地 は起伏 がはげ しく,平 坦な土地 がす

くな く,89、5ｰ0が 山林で,耕 地 は10.3ｰ0に す ぎず,し か も,か つては農業に従 うひ と

の割合 が48%に お よび,1戸 当 りの 平均耕地 面積 は56a,自 給 率 は40%と 推 定 され

てい る[豊 根村郷土史研究会 1960:46-48]。 しか し,年 平均気温 は11.5ｰCで,最

低気温は1月 には 一8。Cに な るが,年 間降水量は愛 知県 で もっと も多 く,林 がよ く

そだ ち,ス ギ,ヒ ノキの良材の産地 として知 られてい るとい う。現在,第2次 産業の

収入の比重は57・7%で,農 業収入 の24・6%,林 業 の21・3 ｰoを お さえているが[豊 根

村1971:1],196Q年 の 統計に よれば,林 業収入 は51・1%で,農 業の26・1%を ひ きは

な し,村 の経済に大 きな割合 を占めていた ことがわか る。豊根村はまた,花 祭 の里 と

して もひろ く知 られてい る。

   b タ ケ

 豊 根村で は,カ ゴ細工 の材料 と して,む か しか ら,マ ダ ケとスズがつかわれている。

 ス ズは,「 この辺 の山な ら,た いていど こにで も繁茂 し」*,「 植林す るのに困 る ぐ

らい密生 して いる」*。品質 もよ く,行 李 などの材料 として,最 近 では,長 野や松本方

面 に出されているほどだ とい う。 「寒 に切 ったのがい ちばんよ く,反 対 に,タ ケ ノコ

ので る時期 のは虫がはい っているか らだめだ」*が,そ のおのおのを,身 竹 と皮竹 と

にへ ぎわけ,「 身の ほ うを捨て,皮 のほ うを2つ にへ ぎ,皮 の方 だけを,主 と してつ

か う」*。 と くに 「家でつか うのは,耐 久力が あればよいか ら」*皮 竹 だけを材料 にす

る。マダケの場合 に も,「 だ いたい,こ の ぐらいの大 きさのカゴな ら,こ の ぐらいの

厚 さのタケが とれればいいということが,経 験的にわか るか ら,そ れに応 じて,へ ぐ

ときに身 の厚 さを加 減 してゆ く。 また,割 り方 も加 減する」*。

 マダケ は,カ ゴ細工 につか うのな ら,「2年 か ら3年 目のものが よく」,普 段 か ら

注 意 してみて おき,「 よさそ うなタケをゆず って もらって くる」*。もちろん,自 分 の
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家 によいタケがあれば,そ れを切 って くる。 「素人は,タ ケのいいのをつかわない と,

細 工が しに くいか ら,余 計,タ ケ選びに苦労す る。 タケの良 しわる しは,肌 でみわ け,

カ ゴの種類によ って,ど の くらいの太 さで,ど ういうタケをつか った らよいか」*を見

きわ める。「林のなかに生 えている,青 いやわ らかい タケをさが しだ して くる」*。「野

原 に生えたタケは黄色味をおびていて,こ わい」*とい う。 「土の関係 か らか,岩 場の

タケは悪い し,林 のなか のタケは タチがいい。 タケヤブをみて切 らない と,薄 く細か

くへげ るよ うなのがとれ ない」*。 切 って きたタケは,ナ タで 木 口に 割 り目をいれ,

「4つ に割 り,さ らに2つ に小割 し,そ れをまた2つ に割 り,全 体を16に 割 り」*,幅

15mmの 編 竹を こしらえる。 密生 しているスズのなかか ら 「いいのを選 んで カマで

刈 り,枝 をは らい,直 径30.3cm・ 長 さ181.8 cm・ 重 さ約22.5 kgの 束 にま とめ,

3カ 所を フジのつるで しば り」*,家 まで運んで くる。 いまでは,林 道がついたので車

がはいるが,1955年 頃 までは,シ ョイオロシといって 背負 って きた とい う。 それを

「小刀で こじいて,4つ に割 り,皮 の部分 と身 とにへぎわけ,身 の ほ うは全部捨て,

皮 竹を主 に してつか う」*。

   c 編 み方

 豊 根村 には,現 在,カ ゴ細工を専業 にや るひとはない とい う。 むか しも,専 門のカ

ゴ屋のひとはほとん どいなか った らしく,「 はじめは,1年 間,自 分 の家でつかえ る

だけの(使 い料 と しての)カ ゴをつ くりたいと思 って,カ ゴ細工をは じめた」*り,

「家でタケヤブを もっていて,何 かタケが上手 に利用で きないか と思 った。それ に,

11月 か ら2月 にか けて雪が降 り,戸 外 の仕事がで きないか ら,カ ゴ細工をや ってみ よ

うと思い,50年 ぐ らいまえか らは じめた」*と い う人 もいる。最初,「 別 に先生 などい

ないか ら,見 ようみ まねで こしらえた り,そ れ まで に使 っていたカゴをみて,そ の通

りに作 った。慣れて くると,上 手 につ くれるよ うになる。その うち,近 所 のひ とか ら

も作 っておいて くれ といって 頼まれ るよ うにな り,冬,暇 をみて,カ ゴをつ くりた

めた」*。 「カゴ細工 は,こ の仕事 が好 きでなければで きない し,た とえ好 きで も,自

分 の ところにタケが なか った り,よ い材料 が手 にはい らなか った りして,途 中でや め

て しま ったひ ともある」*。

 カ ゴ細工 につか う刃物 も,古 くな ったカマを利用 して,小 刀を 自分で工夫 して,ナ

タのかわ りに役立 てた りして いる。 ここでは,「 台所用 のザル などは東栄方面 か ら売

りに くるが」*,ほ とんどのカゴは,地 元のいわばセ ミプロのカゴ屋 さんた ちが こしら

え る。 ち ょうど,花 祭 につか う面 のかずかずを,専 門の面打 ちにまかせないで,村 の

なかの上手なひ とたちが,自 分 な りに工夫 して,こ しらえあげて しまうように。

 そのためか,こ こでは,立 竹 ・廻 し竹 ・編み方 ・その他,カ ゴ細工の術語 とおぼ し

き もの についての伝えはないよ うに思え る。また,そ の必要 もない模様である。
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 カ ゴ細工で,も っとも 「難 しいのは,編 む ことで,メ カ ゴなど,1目 編み ちがえて

も,カ ゴにな らない」*。カゴ細工 のなかで,「 メカゴほ ど難 しい ものはない。 タケ を
                の           

組 みちが えるとカ ゴにな らない し,ご まか しが きか ない。メカゴ(6つ 目編 のカゴの

こと)さ えおぼえれば,ほ かのカ ゴは楽 につ くれ る」*。カゴを編みは じめた頃 は 「目

ができないで失敗ばか りしていた」*。 「6つ 目は編み は じめ,ま ず1本 のタケをおき,

そ れに左廻 りに1本 ずつ,タ ケをまえにおいたタケの下へ下へ といれてゆき,ま んな

かのロ ッカク(6角)を つ くり,あ とは順 に,そ のまわ りにタケをた してゆけば よい」*。

そのほか,「 底の隅で タケをお こす ところが難 しい。 タケが起 きるよ うに,底 を組 ん

でおかねばな らない」*。

 編 み方は,ス ズの場合 をのぞ けば,6つ 目目通 しに限 られ る。

 豊 根 では,タ ケをへ ぐよりも,タ ケを組んで カゴを編む過程 のほ うが0し い とい う。

そ うはい って も,タ ケへ ぎの作業がや さ しいはず はないのだが。

 「直径30.3 cmの メ カゴを編 むには,タ テのタケ(立 竹),ア イサの タケ(目 通 し

竹),ヨ コのタケ(廻 し竹)と も,長 さ75.75cmの タケを用意す る」*。 「縁 まで編

みおえた ら,タ テのタケの先 を割 り,縁 のむきに,そ れをたい らに倒 し,そ れにタケ

(縁竹)を いれ,ハ リガネで巻 いて とめる。ハ リガネがなか った ときには,今 年の シ

ンコか,1目 お きに トウヅル(藤 ツル)で 巻いた りした」*。

 い ま,キ ノコ採 りなどにつか う6つ 目目通 しの メカゴ(附 図1)に つ いてみよ う。

この カゴは 口の直径 が27cm・ 高 さ31 cm・ 重 さ2609で,高 さは直径 と4 cmし
                          ロ                    

か ちが わな いのに,た いへん細長 く,そ して,ど ことな くものやわ らか な印象を うけ

る。お そ らく,そ れは全体 のプロポーシ ョンと,タ ケがほ とんど身竹で あることと関

係 して いるか らであ ろう。重 さ も,思 ったより,ず っと軽 い。皮竹は,中 心 とな る底

のまん なか の6つ 目を構成 する3組 のタケにだ けつかわれ,あ とは,底 まわ りの廻 し

竹 を除 けば,立 竹 ・廻 し竹 ・目通 し竹 と も,す べて身竹がつかわれている。立竹に は

幅8mm,胴 の廻 し竹 には,や や幅 のせまい7mm,目 通 し竹 には12 mmの タケが

つかわれて いる。立竹同志のあいだの間隔は25mm前 後 で,底 廻 りの隅 の目の数 は

4,ま ん なかの行の 目の数は7で,底 の目の数 は37と な り,底 もまた目通 し竹 をいれ

て6つ 目目通 しの編み方で編んであ る。目の密度 がやや こんでい るためか,立 竹 と廻

し竹 の幅が,や や全体の形に比 してせまいためか,カ ゴ全体,ど ことな く柔か みがあ
                                    

り,実 際に も,底 の最大幅は28cmな ので,し もぶ くれにみえることが ある。そ う

した作 りは,豊 根 のカゴの多 くに共通する。

 縁 は巻口仕上 げで,立 竹を折 りま げたあ と,そ の外側 に幅10mm・ 長 さ2.5 mm

の皮 竹をいれ,う えか ら幅7mmな い し10mmの 身 竹を1目 とば しに巻 いて仕上

げてい る。巻竹 の巻 き具合な ど,か な らず しも,判 で お した ようではないが,そ れが
            む      

また手作りのあたたかさを伝えて くれる。
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表2豊 根 村 の カ ゴ

1地 区 寸ゆ)法1材 測  使 い 途
1 メ カ ゴ 川 48×38×70(h) マ キ ノ コ と りや ク ワ切 りに

メ カ ゴ 川 58×58×16(h) マ 野菜などを洗うときに

メ カ ゴ 黒 28×27×31(h) ク サか り,サ トイモ,苗 と りに

2 シ ョイ カ ゴ 川 59×51×45(h) マ クサカリにせおってゆく

シ ョイ カゴ 黒 60.6×90.9(h) ショ イタ につ けて

3 ザ   ル 川 40×10(h) ス コメとぎや水きりに

4 イ カ キ 川 46×35.5×14(h) ス コメとぎや水きりに

イ カ キ 黒 63×63×20(h) ダイズやダイコンのキリボシを

5 コ シ カ ゴ 川 8×7×33(h) ス サ カ ナ と り,キ ノ コと り に

6 ホ ボ カ ゴ 黒 30×31×40(h) ス キ ノ コ と り,ク ワ ツ ミに
          馳

7 ボ   テ 川 75.8×45.5(h) クワのハいれ

川は川宇連,黒 は下黒川,マ はマダケ,ス はスズ,(h)は 高 さ,寸 法は実測値

   d 種 類

 「むか しは,ど の家で も,軒 なみウマを飼 っていた」*。いまで も,県 境の茶臼山に

は愛知県種馬育成地 が設 けられている くらい,こ の村 とウマ との関係 は深 いとい う。

ウマは信州へぬ ける街道の輸送 に も利用 されたが,「 むか しは,金 肥 はほとん どつか

わず・ もっぱ らマヤ ゴエ 、(厩肥)を 肥料 に した」*。 「10a当 り750 kgか ら1125 kg

で,近 い田畑へは シ ョイ タ(背 負梯子の こと)で75kgか ら112.5 kgず つ,1日 に

30回 も40回 もは こんだ」*。 「マヤゴエのた めのホ シクサは,5月 か ら10月 の あいだ,

自分 の山か ら刈 って きて,シ ョィタで5束 ずつは こび,朝 はや くか ら2シ ョィ とって

きて,ウ マヤへ1束 放 りこむ。マヤ ゴエは田のクロに121.2cmの 高 さに積んでおき,

4月 末,田 にスキ こむ。5月 頃,ま だ クサが短い ときには,刈 ったクサを シ ョイカゴ

にいれて,75kgず つ背負 って きた」*。

 豊 根でみ られ るカゴは,い まはそれ ほど 多 くな く(表2),ほ ぼ7種 類で,6っ 目

目通 しのメカゴ類 と,台 所 でつか う筑 目編のザル ・イカキの類 とにわ け られ る。それ

に,ボ ボカゴとい う,2つ 跳ね2つ 潜 りの アジロのカ ゴもつ くられて いる。同 じ呼び

名のカゴで も,こ こでは,ひ とによ って使い途が ちがい,同 じ種類 のカゴで も,寸 法

がい くらかずつ違 うとい う。近所 のひとた ちの注文に応 じて,寸 法な どは加減するか

らである。

 1916年 の統計によれば,蚕 の生産額は全体の30・1%を 占め,米 の1・6倍,用 材,.薪

炭,シ イタケの産額 を合計 した 林業収入 に匹敵 した ことがわか る[愛 知県 教育委員会

1970:ll]。 しか し,1929年 頃 を境 に して養蚕 は急速 に衰退 し,養 蚕 に関係 したカゴ

もほ とんどみ られな くな ってい る[豊 根村郷土史研究会 1960:51]。
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3.岐 阜県神戸町瀬古

   a ところ
 こうどちよう

 神 戸 町は,面 積18.5km,人 口17,400で,濃 美平野 の西北部 にあり,南 は大垣市

につづ き,北 側 は揖斐川 によ って隣接の町村 と区切 られている。町全体が,た い らな

沖積層の うえにあ り,ふ る く延暦寺の荘園 と して開かれ,町 の名も,神 領 としての神

戸に 由来す るといわれて いる。町の 中心部 には,近 江坂本 の日吉大権現 を うつ した 日

吉神社があ り,4月13・14日 の例祭 は山王様の火祭 とよび,豪 快 な御輿 のお渡 がお こ

なわれ る。町 の中心街 は,む か しか ら,こ のお祭のために道幅 をひろ くとってあるほ

どで ある。

 町 の全面積 の52.3%が 田畑,17.4ｰ0が 宅地,そ れに21.6pOが 道 路 ・水路 ・河川 ・鉄

道用地 によ って しめ られ,耕 地の90.7%は 水 田で,米 作 の比重が絶対的にたか く,は

や くか ら露地栽培が さかんで,東 海の疏菜供給地 といわれている。 しか し,い まで は,

産 業人 口の45.600が 製 造業で,と くにその うちの39,7ｰ0ま で が,近 代的設備 をほ こる

地 元ゐ繊維 メーカ0に 吸収 されて いる。また,こ の数年 間の人 口増加はい ちじる しく,

1970年 か ら5年 間 にお ける人 口の伸びは,70年 の人 口の39.3%に も達 して いる[岐 阜

県 神戸町1975:1-6]。

   b タ ケ
 せ こ

 瀬 古 地区 では,い まはタケ ミ(竹 箕)ば か り生産 して いる。 材料はマダ ケで 「最適

期は4年 ない し5年 で,現 在 は熊本,鹿 児島両県 か らいれて いるが,む か しは」*,西

へ6kmほ ど い った,標 高924 mの 「池田山の麓 にタケヤブがあ り,タ ケを商 う専

門のタケ屋 がいて,切 った タケを筏 に組み」,支 流の粕川か ら揖斐川 をおろ し,「 それ

を,15.15 cmの もので8本,18.18cmで5本,21.21 cmで4本,24.24 cmで3

本,30.3cmも の で1本 に21.21 cmの タ ケ1本 をつけて1束 にま とめ,運 んで くれ

た」*。

 買 ったマダ ケは,「 カゴの編み方に よって,ナ タで16か ら20に 割 り,5枚 に へ ぐ」*。

こうしてつ くりだ された テープ状の編竹を,こ こでは,イ タ(板)と よんでい る。 「イ

タは,薄 いところと厚 いところとがあ ってはな らないか ら,イ タをつ くるのが,い ち
                   めん

ばん難 しい。 イタは庖丁で両側をみが き,面 を とってお く。箕 のつ くり方で,最 初に

や らされるのが この作業で ある」*。イタは 「組 むまえに1日 かわか してつか う。1枚

の箕 をつ くるのに,3枚 アジロで イタを90枚 用意する」*。

   c 編 み方

 瀬 古 の竹箕 には,2枚 アジロと3枚 アジロ とがある。2枚 アジ0は2つ 跳ね2つ 潜

りのアジロ編,3枚 アジ ロは3つ 跳 ね3つ 潜 りのア ジロ編である。2枚 アジ ロでは 「イ

タの幅 を1.36cm,3枚 ア ジロは0.97 cmに す る。物差を あててへ ぐわけではないか
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表3 瀬 古 の 竹 箕
}

型
準 標
1容 量} 口 の 巾 1奥 行1 高 さ

大

中

小

型

型

型

   !18

14.4

9

    cm 45
.45

 40.91

 36,36
"

   cm45
.45

28.79

25.76

21.21

18.18

15.15

cm

ら,厳 密 な ものではないが,割 り加減か らイタの寸法 はおのず と決 って しま う。 この

幅が同 じイタを何枚組合わせ るかによ って,全 体 の大 きさが決 って くる」*。実 際には,

イ タを約80。 の角度 で組合わせ,た い らなアジ ロ編の面をつ くり,45.45cmほ ど編 ん

だ ところで,両 側 を折 り,そ の部分 とまんなかのたい らな部分 との イタ同志 をア ジロ

に組 んで ミの尻(他 の産地ではカマ ドとい うところ もある)の ところを編んでゆ く。

その様子は,こ こでは触 れない。

 縁仕 上げには 「トウ(藤)を 巻いて仕上げ る トウマキ(藤 巻)と,タ ケを巻 くタケ

マキ(竹 巻)と がある」*。 ミには 「それぞれ,地 方によ って好みが あ り,縁 の作 り方

や 口の開 き具合 が異 なる。三重県 で はタケマキで,岐 阜県下 では トウマキが よろこば

れてい る。福井 や石川の両県 では,縁 にワ ラを巻 くところ もある」*。 ミの形 には,梯

形状 に 「口の開 いたオ カメとい う型 と,口 のすぼま った(丸 箕形 の)も のとが ある」*。

オカメにす るか,マ ル ミにす るか,縁 に何 を巻 くかは,「 仲買 の人 たちの注文 によっ

て作 りわ ける」*。瀬古 のタケ ミは,各 地の フジ ミ(藤 箕)や 静岡の茶箕 に くらべ,ず

っと腰 がたかい といわれて いる。 これ は,瀬 古の ミが,お 米 の脱殻調製 のための もの

で あることと係 りあ ってい る。 「お米 を181い れ て も,こ ぼれおちないよ うにでき

ている」*。

 ミサ キ(口 の部分)に は,強 化するため 「15.15cmの イ タを,メ クジ リで目をあ

けて,差 しこんでお く。また,カ ドが いちばん弱いので,チ カ ラダケ(力 竹)を いれ,

皮 竹を8枚 でおさえて動か ないようにす る」*。で きあが った タケ ミは,ヒ トコオ リと

い って,30枚 ず つにま とめ,む か しは天秤でかついで出荷 した。 「その後,車 か ら リ

ャカーへ,そ れか ら軽 自動車 がつかわれ るよ うにな った」*。

   d 種 類

 瀬 古では,181,14.41,91の3種 類の ミがつ くられてい る。・寸法は 完全 に規格

化 されていて,表3の ように,大 型か ら中型,中 型か ら小型にゆ くに したが って,

3.03cmの 割 でちいさ くなってゆ く。

 ミは,農 業をい となむ人た ちに とって は必需品で,「 脱殻 したモ ミを,家 の前庭に

敷 いた ムシロの うえにひろげ,2日 間かわか し,そ れ を トウ ミ(唐 箕)に かけ るが,

ひ ろげたモ ミをいれ るとき,ト ウミにいれ るとき,機 械か らでた コメヌカを袋にいれ
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るとき,選 別 する とき,い ずれ も ミがつかわれる」*。現代 の機械化 された脱殻 調製で

も,ミ はや はり必要 なので ある。 「この辺では,稲 を刈 り,10株 を1束 にま とめ,田

でモ ミに して しまう。むか しはア シブ ミ(足 踏脱殻機)で 実をお とし,モ ミドウシで

ふるいわけ,コ メとモ ミとを選 りわけ,ミ です くって ビク(ワ ラで こしらえた容れ物)

に うつす。 それを家 まで リヤカーで運び,軒 先へお いてお く」*。 「門口にムシ ロを敷

き,ビ クか らムシロヘ ミで移 し,ま る2日 かわか し,ド ウス(土 日)で モ ミス リ(籾

す り)を し,カ ワをむ き,ト ウミにかけてヌカを分離 し,カ ナ ドウシでお米 とモ ミを

選 りわけ,お 米 になった ものを18 1の ミで計 りなが ら72 1俵 につ める。 アシブ ミは

1940年 頃,コ ンバ イ ンは1967年 か らはい った」*。だか ら,「 ミは1軒 の家 で7丁 か ら

8丁 もな ければ農業 はや って いけなか った」*。

 こ こでは2毛 作がお こなわれてい る。 「稲刈 は11月 は じめで,稲 刈がすんだあ と,

181.8cm間 隔 をおいて土を盛 りあげ,ク ワで ミゾ(溝)を たて,カ ラスキで耕 起 し,

ピコーキ とい う道具で砕土 し,11月10日 頃 か らムギマキにかか る」*。夏は 「6月 上旬

にムギ カ リを し,ウ ネだ った ところを掘 り くず し,整 地 したあと,6月20日 頃 か ら田

植 をす る」*。その農作業のあいだをみて,「 田植 がすんでか ら秋作業 にかか るまで,

ミをつ くる」*。瀬古では,タ ケ ミの生産 が,重 要な副業 とな っている。1960年 前 後ま

ではカイコが盛ん にお こなわれていたが,そ の頃 まで は, 「春 さき,養 蚕 のサ ナや ク

ワツ ミカゴ,マ ユ カゴな どをつ くっていた」*とい う。

4.石 川県羽咋郡志賀町

   a ところ
           と き

 国 鉄 金沢 駅の駅前 か ら東来行の特急にの り,能 登海浜道路を とお って約1時 間 ほど

ゆ くと,志 賀町 の中心 の高浜町のバ スター ミナル につ く。高浜町は,も と若狭高浜の

漁師た ちが移住 して きて開 いた町 といい,高 浜港 をひか え,南 には海水 浴でにぎわ う

大森海岸,北 には磯場 の志賀浦海岸がつづいている。町 の東側 は遍照ケ岳 など,お お

むね標高130mか ら200mほ どの丘陵があ り,内 部 まで水 田がつ くられ,古 墳群 な

どの文化遺産が散在 し,明 るい景観 をて い してい る。

 志 賀町 の町域 は6,517haで,そ の57%が 山林原野で あるが,27.8%は 水 田,10. 6%

が畑 で,田 畑の うち92ｰ0が 基 盤整備 をお え,大 型の農 業用機械 が導入 されつつ あり,

い っぽ うで は,能 登中核工業団地や都市計画公 園 としての柴木総合公園の造成 もすす

め られている。人 口は約17,400で,地 勢 と交通にめ ぐまれているためか,第1次 ・2

次 ・3次 産業 に したが う人た ちの割合が,そ れぞれ全体の1/3ず つ で均衡 し,第2次

産業に従 う人 たちの うち34.3ｰ0は 製 造業で,地 元の近代的設備 を もつ多 くの職 場が そ

の勤 め先 とな っている[志 賀町役場 1976:1-6]。 港 では,タ イ,カ レイなど,年 間

300 tの 水揚 があるという。
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 福 井 ・石 川両県 にわた って,マ ダ ケのカゴ細工がお こなわれているが,そ の有様 は,

志 賀町のタケカゴ細工 によ って うかが うことがで きよ う。

   b タ ケ

 材 料のマダケは,「5年 ぐらいた った ものだ と油 がぬけてつか いに くいので,3年

ぐらいの ものがネバ リがあ ってよい」*と いう。 「生 の ものは弱いか ら,冬 のあいだ買

いためておいて,枯 れて きたのをつか う」*。 「むか しは,山 へ いって タケを 切 り,

37.5kgず つ1束 にたばねて運んだ」*。高浜 か ら6kmほ ど南 にある上棚地域 の丘陵

地帯には良質のタケが とれるので,そ こか ら買 った とい う。 「春 に切 ったタケは虫 が

つ くので,タ ケの切 り時期は11月 で,専 門の タケ屋が,30.3cmも ので1本1束,

24.24cmの もので1束2本 の 割 でたばねて 売 りに くるのを,い っぺんに 買 ってお

く」*。この割だ と,15.15cmの もので1束4本 ない し5本 となるが,そ れでは細 す

ぎて細工にむかないか ら,せ いぜい,21.21cmの ものをつか った。買 った タケは2

つ に割 り,貯 えてお く。 こうして割 ってお くと, 2年 で も3年 で も保存で きるとい

う。

 「タケは,つ くるカゴによ って大 きさや幅や厚 さが ちが うか ら,へ ぎ方が難 しい」*。

と くに志賀町では何種類 ものカゴを1軒 のカゴ屋 さんが,そ れぞれ作 りわける仕事の

や り方なので,こ とさ らその技術が要求 され る。 「子供の頃,小 学校 か ら帰 って くる
         

と,け いこ して こい といわれ,刃 物 をつかわ ないで」*,長 さ10cmぐ らいの薄い短

冊型の タケの切れは しで,「 見よ うみまねで,へ いだ タケの切 れ端 同士 をかみあわせ,

細 か く割 る練習を した。い っぽ うのタケの腹で こずいて,い っぽ うのタケの木 口に切

り目をいれ,ナ タを動かすの と同 じように タケを動 か して,い っぽ うのタケを割 って

ゆ く。そ う して,ナ タで割 る ときの指の感覚 をおぼえ る」*。 「割 る ときの手加減をお

ぼえさせ られた ものだ」*。

 「タケヘギがで きるようになる と,マ メテゴ(豆 テ ゴ)の よ うな簡単 な ものを編ん

で,形 の と り方を勉強する。どんなカゴで も,い っぺんに格好 は とれないか ら,何 遍

もや りなおす」*。 「父親 か らカゴ細工 を習 ったが,や.り 方 を きいて も教 えて くれない。

自分で考え ろ,ひ とにいわれるよ りも自分で おぼえ ろとい って,決 して教えて くれな

か った」*。寸法 なども,他 人がつ くったカゴをみて,自 分で割 りだ し物差をつ くった

とい う。だか ら 「仕事 に教え られたよ うな ものだ」*。

   c 編 み方

 志 賀町で は,廻 し竹をア ミソ,立 竹 をタテ,腰 立を コシアゲ とい う。編み方は,基

本的 に旅 目編で ある。

 まず,2つ に割 って保存 しておいたタケを 「作 るカ ゴの(廻 し竹 ・立竹の)長 さに.

あ わせて ノコギ リで切 り,ナ タで4枚 にへ ぐ。皮 の部分 と身の部分 とをへ ぎわ け,そ

れか ら身 のほ うを,さ らに細か く2枚 にへ ぐ。 タテは余 り薄 い と弱 くて いけな い し,
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厚 い と採算 がとれ ないか ら,こ の程度 のへ ぎ方が ち ょうどよい」*とい う。

 「底 は,た いて い,4角 で,タ テのあいだ に,ハ サ ミとい う厚い タケを組み こむ。

マメテゴな ら,タ テは10本 で,そ れに5本 のハ サ ミを加 えて底 をつ くる」*。底 編は4

つ 目目潰 しで,ハ サ ミは 目潰 し竹 といって よい(附 図2)。 「いまで は,こ の底の形

式がお こなわれているが,む か しは,ハ サ ミを十文字 にな らべ,そ れにタテを4本 組

み あわせ,放 射状 にタケをな らべ る底の作 り方 がお こなわれて いた」*。また,ア ジロ

編の場合には,2つ 跳 ね2つ 潜 りの アジロ編がな された とい う。廻 し竹の最初 の1本

の ことを ヨダ ンマ ワシ(4段 廻 し)と いい,立 竹 は偶数 なのでそれを奇数本に して筑

目編をな りたたせるために,立 竹 のうちの1本 を2つ に割 り,4段 廻 しの末端 をそ こ

には さみ こんで,す ぐ腰立にかか る。

 「カゴの編み方で,い ちばん難 しいのは,コ シのあげ方で,タ テを しなやか に擁 め

なが ら,急 に曲げない ように して形 をと って ゆき,胴 の なかほ どまで編んだ ら,今 度

は肩 口が しまるよ う,お さえ加減に して編 み こんでゆ く。 この胴か ら肩への編 み具合
     くち
が難 しい。 口の しま らな いカ ゴ くらい,み っと もない形 のカゴはない」*。
                           へ

 縁 ま で編 みおえると,幅10mmぐ らいの縁竹を あて,「3.03 cmほ ど余分 をみて,

タ テの先を折 りとり,長 いのはハサ ミで切 り,長 さ181.8cmの ニ ガダケで,1目 お

きに巻いてゆ く」*。 「最初 に巻 いたニガダケ と,つ ぎに巻いたタケ とが重な りあわ な

いように気 をつ ける」*(附 図2)。 「縁の仕上げ方で,カ ゴが格好 よ くも悪 くもみ える

ようにな る」*。

 高 浜か ら4km北 上 した志賀浦の百浦や小浦 のイ ソ地帯 には,テ ングサ,エ ゴ,ノ

リなどがつ く。12月20日 頃 か ら2月 の末 まで,冬 の さむい さなか,岩 場につ いたイワ

ノリの採取 がおこなわれ る。それは女 の人た ちの仕事で,イ ワノ リは香 がたか く,高

価に売 られて いるが,採 集 作業には危険が ともない,波 にさ らわれ る人が絶 えないと

い う。 この とき腰 につ けてゆ くヨコテゴにつ いて,以 上の カゴ細工の様子 をみる と,

このテ ゴは 高 さ21cm・ 底 のタテは15cm・ 底 の ヨコは23 cm・ 重 さ3359で,底
                                                                                                 コ

か ら10cm上 の あた りにふ・くらみがあ り,そ の部分の値 は28 cmに25 cmで,ふ
                                                                                            

くらみ は底の タテ ヨコの22%な い し67ｰｰと な る。 このふ くらみの張 りの線が,こ のカ

ゴ全体 に充実感を与えてい る。

 底 は4つ 目目潰 しで,正 確 に幅.8 mmに 割 った皮竹 と身竹 とを1本 ずつ合わせて1

筋 とし,4つ 目を形作 っている。4つ 目は7筋 に5筋 で,計24本 で つ くられて いるが,

廻 し竹 をか けて筑 目編を完成 させ るため,7筋 の うちの正面1筋 だけ,1筋1本 の立

竹配 りにす る。.目潰 し竹は幅15mm・ 厚 さlmm・ 長 さ22 cmの 皮 竹で,皮 の面を

カゴの内側 にむけて目をふ さいでいる。

 胴 は旅 目編で,廻 し竹 には幅3mmか ら2mmの ものをつかい,皮 竹 と身竹を交

互 にいれ,肩 にな り次第,幅 のせまい廻 し竹 をいれ るよ うに して肩の線 をだ して いる。
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廻 し竹 は長 さ2.8mほ どで,底 に も胴に も よ くタケ作 りがな された良質 のタケが用

い られ,編 み方 も手がた く,密 度がたか い。

 縁 は,巻 口仕 上げで,立 竹 の先端 を2つ か ら3つ に細か く割 り,縁 の方 向に2本 い

っ しょに折 りまげ,そ の外側 に 幅6mm・ 厚 さ4mm・ 長 さ75 cmの 皮 竹を あて,

そ の上か ら幅7mmの 皮 竹を,1目 ご とに2度 巻 き,厚 さ12mm前 後 の縁をつ く

りあげている。縁竹 と巻竹 は,て いね いに面が とってあ り,縁 仕上 げは簡素です っき

りとま とめ られてい る。口の大 きさは21cmに17.5 cmで,小 判形 を していて,口

と底のタテ ヨコの割合 は,タ テ1に 対 して,ヨ コ1.2な い し1.5と な る。立竹は縁 の と

ころで,最 後 まで,2本 い っしょに して 折 りまげ られ,立 竹 と立竹 のあいだの 目に巻

竹 を巻 いて仕上 げる。そ こで,巻 竹 と巻竹 とのあいだには透 き間がで き,そ の透 き間

か ら下 の縁竹 や立竹 の折 り具合がみえて しま う。巻竹 の巻 き方 に,と くに注意 した り,

て いねいな縁竹づ くりがな され るのは,そ の点 か らも必要 なので ある。

   d 種 類

 志 賀郷竹細工 同業組合 の値段表には,つ ぎの24種 類 のカゴが み られ る。

 ウマザル(馬 筑),ヂ ュ ウテゴ(中 テゴ),ヨ コテ ゴ(横 テゴ),マ メ テ ゴ,カ タニ

 ザ ル(肩 荷筑),ハ エ ナワ(延 縄),イ コ ゾコ,ノ リホシ(海 苔 ほ し),ト リカ ゴ(鳥

 カ ゴ),ク ワ ツ ミ(桑 つみ),ノ リア ライ,ウ ドンカゴ,ソ オケ,セ ンタクカゴ(洗

 筑 カゴ),ワ ンカゴ(碗 カゴ),ッ メ カゴ(詰 カゴ),カ ク カゴ(角 カゴ),ニ カ ゴ(煮

 カ ゴ),ナ エ カゴ(苗 カゴ),ザ ル ブタ(筑 蓋),バ イ カ ゴ,ザ ル,イ カカゴ

 この うち,中 テゴは一名ババテ ゴといい,畑 仕事 や,イ ワシ漁 にもってゆ くカゴ,

マ メテゴは子供のお もちゃで,キ ノコ採 りにもつか う筒型の ちい さなカゴ
,イ コゾコ

は ビク,鳥 カゴは ヒヨコをいれる4角 な カゴ,ソ オケは コメ トギ につかい,18 1,

14.41,5.41な ど4種 があ り,ツ メカゴは海水浴 に くるひ とた ちのおみや げに貝な ど
                 

をいれ る6つ 目のいれ このカゴ,角 カゴは御用 カゴで町へ買物 にゆ くときに背負 って

ゆ くカゴ,煮 カゴはイ ワシがた くさん とれるとき,釜 で煮 て肥 料にす る ときにつか う

カゴ,ザ ル蓋 はカタニザ ルの蓋 で,魚 を売 るとき,魚 をな らべ るのに もつかい,バ イ

カゴはバ イ貝をいれ る貝カゴで,こ こで はテゴや御用カ ゴ,延 縄 などの漁 につか うカ

ゴ,台 所用のカ ゴ,そ れに若干 の農業用 のカゴがつ くられてい る。

 これ らのカゴは,「 お客の注文 があれ ば,い くつで もつ くる。 カゴ屋1人1人 クセ

が あるか ら,カ ゴ細工 は,だ いたいの形や寸法 は同 じで も,カ ゴひとつひ とつ,同 じ

にはで きない ものだ」*。 「われわれの仕事は,き ま っていて,き ま らない ような もの

だ」*とい う。 「むか しは,家 々を1軒1軒 廻 って歩 いて売 った ものだ。家によ って,

大 きめに して くれ,小 さ くして くれ といわれ る。だか ら,寸 法 は,そ う厳密な もので

はない」*。

 志 賀町で も,む か しは養蚕 が盛ん にな されていた。春か ら秋 にか けて,朝 はや くか
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らカ ゴを売 りにあるいた。むか しカイ コの盛 んな ときには,そ れ は忙 しか った。養蚕

は,戦 後衰 えは じめ,い まで は もうや らないが,盛 んな時期 には,朝5時 か ら晩10時

まで,ヨ ナベを して,仕 事 をつ ぎか らっ ぎへ こな した。冬 はクワつ みのオオザル,中 ザ

ル,掃 立の小ザ ル,マ ユイ レカゴなどをつ くる」*。それが現在で は,「 冬 はバ ィカ ゴ,

ノ リカゴ,夏 はみやげのためのカゴ,そ の あいまに,頼 まれれば御用 カゴやソウケを

つ くる」*。

5.長 野県上水 内郡戸隠村

   a と こ ろ

 中部地方 にお ける,い わゆるネマガ リタケ細工の代 表的な産地 といえば,た め らい

な く,戸 隠村の中社地 域をあげ ることがで きる。中社は,ネ マガ リタケ細工のみな ら

ず,全 国的 にみて,タ ケカ ゴ細工 の代表的 な生産地の ひとつにかぞえることがで きよ

う。

 戸 隠のカゴ細工の起源 は,近 世初頭 の検地 の時代 にまで さかのぼる といわれてい る

が,は や くか ら,戸 隠 に参詣す る人た ちのよいおみや げとな り,近 世 の末か らの養蚕

の発達 や畑作 の展開 とあいまって,県 外 に もその名 を知 られ るにいた ったとい う。 い

まで こそ,中 社 までは,長 野のバスター ミナルか ら戸隠有料道路バ0ド ラインをつか

って,1時 間ほどでゆけるが,も とは,入 山か ら豊 岡をぬ け,約18kmの 曲 りくね

った山道をたど らねばな らなか った し,村 の全 面積131.7km2の ほ とんどは山地 で,

1戸 当 りの耕地 は,わ ずか に2な い し3aで,主 作物 は,ト ガ クシダイ コン,ジ ャガ

イモ,ソ バの類にかぎ られたので,む か しか ら,薪 炭 の生産や運送,養 蚕,タ ケカゴ

細工 によって現 金収入をえなければな らなか った といわれて いる。

 戸 隠村は,飯 縄山の南 の麓 にひろが る標高900mか ら1000 mの 地 帯 と荒倉 山の

東側0帯,そ れに,標 高1100mか ら1200m代 の中社,宝 光社 の2集 落,中 社 か

ら村境の大橋まで,5.5kmに わ たる戸隠高原の4つ のブ ロックか らなる。 冬 は雪 が

深 く積 るが,雪 質 とス ロープにめ ぐまれ,戸 隠高原に は国設 スキー場が設け られて い

る。

   b タ ケ

 ネ マガ リダケは,細 いのな ら,「 中社 附近や飯綱の西側 のスキー場,瑞 璃山や怪無

山のス ロー プにも,奥 社へゆ く参道 の西側 に も,密 生 してい るが,太 いよい タケは,

奥 山へいか ない とないので,村 境か ら黒姫 山の南斜面 まで とりにゆ く」*。戸隠では,

尾根 をツル ネ,山 腹 をノこバ,窪 を タル ミ,沢 をサ ワとい ってい る。 「オネには短い

タケ しか生 えて いないので,サ ワの斜 面に密生す るネマガ リのなかか ら,適 当な太 さ

の ものを切 って くる」*。サ ワに面 した斜面 には,以 前,ナ タで切 りとったタケの切株

が,ち ょうど竹槍 をな らべ たよ うにた っていて,注 意 していない と足を踏みぬ きかね
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ない有 様である。

 ネ マガ リダケは,「 長 いのは大人の ウデ2つ 《フタ ヒロ)も あ る」*。 「俗 に ミロク

ス ンとい って,ヒ トヒロに,親 指 と人差指 をひろげた長 さ3つ 分を加えた長さ」*のタ

ケが ち ょうどよい とい う。 フタロクのもの もつかわれ る。

 切 りあつめたタヶは,ヒ キダケ とい って,山 の沢 を利用 して運びだ して くる。 この

沢の搬出路をア ラシ という。 「小 さい タケな ら150本 か ら200本,大 きい タケな ら50本
        の    

ずつ束ね」*,束 の もとのほ うを頭の上に しば りつ け,タ ケの先 のほうを,沢 の水 のな

かにつけ,ひ きず りなが ら,か けおりて くる。 「こうして搬 出 したタケは,む か しは,

ウ マの背に6束 ず つつけ,家 まで はこび,1月 の あいだ陰干 しに して お く」*。 「クワ

ボテ(桑 ボテ)な ら,1日 切 った分量で1日 分作 れる」*。1958年 頃 か らタケの搬出に

自転車をつか うよ うにな り,時 期 によって は,沢 を引 きおろ した タケを,山 のなかの

ドバ(土 場)ま で運び,そ こで,ナ タで4つ に割 り,細 いクキの上 のほ うはセ ンでへ

ぎ,下 のほ うはナタでへぎ,皮 と身 をへ ぎわけ,身 の部分を全部捨て,皮 竹だ けを折

りまげて,背 中当てにニナワ(荷 縄)で 背負 って帰 った。現在 では,車 がつかえ るの

で,い くぶん楽 にな ったのではなか ろうか。

   c 編 み方

 中社 では,立 竹を ツク リダケ,ま たはサ ンジ ャク,廻 し竹をマ ワシとい って いる。

立竹には幅5mmの 皮 竹,廻 し竹 には幅2mmの 皮 竹がつかわれ る。

 細 工場 には,厚 さ30mm,タ テ ヨコ45.45 cmの 四 角 な板の台があ り0ソ バ アゲザル

など編む ときには,こ の板 の うえに長 さ40 cmの 皮 竹 を3本 ずつい っしょにな らべ

て おき,片 足 でタケを押 えなが ら,板 の うえにかがみ こんで,底 の中心の アジロを編

んで ゆく。それがおわると,ナ ナマ ワシ(7廻 し)と い って,い ま編んだアジ ロの う
                            

えに両足をか け,か がみ こむ よ うに して,か らだを ぐる ぐる廻 しなが ら,相 当な速 さ

で廻 し竹をか けてゆ く。 この過程で3本1筋 だ った立竹を2本 ずつに分 け,放 射状 に

ひろげてゆ く。水で タケを しめ し,キ リ(錐)の 先で編 目をつめなが ら,ナ タの柄 で 目

をたたいて 目を締 めてゆ く。 この廻 し竹 には 「2年 か ら3年 た った,こ わ いタケがつ

かわれる」*。

 底 編がおわる と,カ ゴの内側 にナベの蓋 のよ うなまるい板の型をあて,ヒ ゴで カゴ

のいままで編 んだ と ころを仮 りに とめ,ナ タで廻 し竹 の先 を削 り,新 しいタケを加 え

なが ら,腰 立 にかか る。 それまでは,皮 の面をカゴの内側 にむ けて編んでいたが,こ

れか らは外側 にむけて編 む。

 縁 まで編みおわる と,ハ サ ミで立竹の先を切 りそ ろえ,立 竹 を折 りまげ,小 刀 で端

を切 り,ま るい型板 をはず し,直 径 を計 り,あ らか じめ,両 端 を削 って輪に して おい

た縁竹を,小 さいカゴな ら1本,大 きい カゴには2本 いれ,サ ワギ リとい う,刃 のま

んなか に溝のついた道具をつか って,巻 竹を3回 巻いてゆ く。
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               表4 ソ バ ア ケ が で き る ま で

            時  間
イ ベ ン ト

aゴ
 b,

(a'-a'一 ・)
Σb'

1底 のアジロをあみはじめる 15=00 0:00 0=00

2底 のアジロをあみおわる 15;05 0=05 0105

3 ナナマワシをかけはじめる 15=05 0300 0105

4 タテを2本 ずつにわける 15=19 0:14 0:19'

5 ま るい型をあてる 15=23 0;04 0323

6 コシァゲにかかる 15=25 0:02 0:25

7 タテのさきを,き りそろえる 15=34 0:09 0134

8 タテをおりまげる 15:34 0:00 0:34

9ま るい型をはずす 15=37 0:03 0:37

10 サ シワタシをはかる 15:38 0=01 0138

11 フチのまきだけをつくる 7=00 0:00 0338

12 フチのタケをあてる 7;15 0:15 0=53

13 フチをサワギ リでかがる 7:21 0306 0=59

14 タケの出をなおし,で きあがり 7:30 0=09 1:08

(注)10の イペ ン トで,そ の 日の仕事は切 りあげ,11か ら次 の日になる。

 あ る1枚 のソバ ァゲザルについて,そ れを完成す るまでの様子を,時 間的 に追 って

みる と,表4の ようにな る。

 ソバ アゲ(ソ バを ひとりひ とりに盛 りわ けるのにつか うザル)に ついてカゴの編 み

方を調べてみる と次 のようである。 このザルは 口の直径24.5cm・ 高 さ35 mm・ 重

さ80gの 浅 皿型で あるが,底 の中心の差渡10 cmが ア ジロ編,そ れか ら胴 にかけて

筑 目編 縁 は巻 口仕上げ となる。全体 は丈 夫な皮竹で編んで ある。底のアジロは,幅

5mmの 皮 竹 を3本 ずつ1筋 にまとめ,2つ 跳 ね2つ 潜 りで4筋 ずつ組み合 わせ1そ

れに,タ テに2本 の タケを組み合 わせ た筋 と,ヨ コに1本 のタケだ けの1筋 とを編み

こみ,都 合54本 の立竹で編んでいる。 底の中心 がで きあが ると,幅3mmの 皮 竹を

3つ 跳 ねの要領でか けてゆ き,そ れまで3本 ユ筋だ った編竹 を2本 ずつに分 け,旅 目

編 に もって ゆ く。底の中心を形作 るタケの数は54な ので;2本 ず つ にま とめる と奇数

筋にな るか ら,筑 目がな りたつ。

 そ れか ら,廻 し竹 を11回 まわ し,そ れ までよ りもす こし細 い幅2mmの 廻 し竹で

胴を編む。底 の直径 は19.5cmで,胴 はゆるやか に編んで ある。胴の廻 し竹 の うち,

1本 だけは,皮 が カゴの外 側にでるよ う,細 かい心 づかいを して いる。

 縁 までのぼ りつ めた立竹は,縁 の下で1本 ずつにわけ られ,い ままでは2本 い っし

ょだ った ものが,1本 ずつ引きはなされるような格好 で折 りまげ られ,そ の外 側に幅

8mm・ 厚 さ2mmの 皮 竹をそえたの ち,上 か ら幅6mmの 皮 竹 を巻いて仕 上げ ら

れている。巻竹 は,立 竹1本 ずつ のあいだ にで きた目を1目 おきに,透 き間な く巻 い
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てゆ く。縁 の太 さは,こ うして12mmに な るが,こ の巻 口仕上 げは,伊 豆の2重 の

巻 口仕上 げとも,能 登の巻 口仕上 げ とも別の ものである。

   d 種 類

 戸 隠のネマガ リタケ細工 は,旅 目編のカゴ と,目 の細かい6つ 目編 のカゴと,そ れ

にブタカゴ(豚 カゴ)や,リ ンゴ園でつか う目の大 きい6つ 目のテカゴの3つ にわ け

られる。 その うち,旅 目編のボテ とリンゴのテカゴにつ いて は,す で に 触れてみた

[中村 1973:72-76,1969:315-317]。

 1960年 当 時,盛 ん につ くられていたのは,ソ バ アゲのほか,ク ワの葉 などをいれ る

3つ の ボテ(直 径54.54 cmの オ オボテ,48.48 cmの ナ カボテ ,45.45 cmの ハ ンボ

テ),直 径51.51cm・ 高 さ15.15cmの セ ンベ ッカゴ(選 別 カ ゴ),ビ ク,キ ノコ トリ

のカゴ,そ れに3種 類 の ミ(藤 箕,36 1,27 1,18 1),家 庭 用のザルやセ ッケ ンイ レ

などだ った。

 しか し,養 蚕 が盛ん にお こなわれた時代 には,素 材 的にか な らず しもむいていたか

どうかは別にして,養 蚕用のカゴが大量につ くられ,村 の繍 の大きな補いと罷 た

とい う。1882年 の 「信濃国地名一覧」 には,戸 隠の名産 として,ソ バ,氷 餅,幣 軸竹

(ヘ ィチクダ ケ,ネ マガ リダケ),蚕 カゴの4つ をあげてお り,養 蚕 カゴが,は や く

か ら,生 産 されていた ことがわかるが,明 治の末 か ら大正にか けては,「 カ ゴさえお

ぼえていれば暮 らしてゆけ るといわれて カゴ細工をは じめた」*といわれ る くらい,養

蚕カゴが,た くさんつ くられた。そのほかで は,1955年 前 後か ら,ほ とん どつ くらな

くな って しま ったが,直 径57・57cmの,目 の細かい6つ 目編のモ ミドオ シ(籾 通 し)

が よ くでまわ ったとい う。モ ミ ドオ シは,別 名,ト ガ クシといい,県 内は もとよ り
,

県 外 で もさかん につかわれた。

 戸 隠のネマガ リタケ細工 も,こ のよ うに して,時 代 の波を うけなが ら,現 在 の形 に

まで次第 にととのえ られてい った ことは疑 いない。

皿.若 干 の 考 察

 1 0般 に,職 人の仕事の仕方には,自 分のミセ,な いしは仕事場に落着いて客の
             いじよく

注文をうける店職(い わゆる居職)の 形と,注 文する人のところにいって仕事をする
でしよく

出職 との2つ の型がある といわれて いる。 しか し,町 方の職 人のみな らず,ム ラの職

人まで視野にいれて考 えると,2つ の区分 だけでは表わ しつ くせ ない,さ まざまの区

分(段 階)が ある。愛 知県豊根村のカ ゴをつ くる人た ちのよ うに,自 分で材料を選び,
      つか りよう

運び,自 分の使い料 だけをつ くるとい うところか ら出発 して,隣 …近所の必要 をまか な
                          たけみ

うとい う例 か ら,岐 阜県神戸町のカゴ屋 さんた ちのよ うに,竹 箕だ けを,問 屋か らの

大 口注文で,大 量 に生産す るとい う型 もある。そ して,そ の あいだには,沼 津市久連
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のカゴ屋 さんや石 川県 能登志賀町のカゴ屋 さんた ちの ように,20数 種 のカゴ細工 を,

注 文次第でつ くりわけねばな らない例な ども,い た ってひろ くみ られ る。そ こで,そ

れぞれの仕事 のすす め方 ・営 み方 に応 じて,カ ゴの形 の とり方や カゴ細工の手法が ど

の ように対応 していたかは興 味ある問題 にちがいない。

 2 そ れ はそれ として,伝 統的な生 活用具 をつ くりだす,こ れまでのや り方 では,

技 術を身につける仕方 として,い わゆる職人 としての修業 が主流であ った。子 供の と

きか ら,親 方 の ところへ弟子 にはい り,た いてい,親 方 の家の家事手伝な どしなが ら,

仕 事の雰 囲気や仕事ぶ り,客 との応対の仕方,仲 間 同志 のつ きあいな どを身につけ,

そ れか ら何年かか って基礎的な技術を習い,さ らにウデ をみが く。独立で きるよ うに

な ると,礼 奉公を して,ひ とりだ ちして ゆ くので ある。 しか し,簡 単 な生 活用 具では,

素 人 とフ。ロの差が どこにあ るかは伏せ るとす ると,た とえ,親 方の ところへ出入 りし

な くて も,人 に頭をお さえ られな くて も,仕 事ぶ り,労 働の型,道 具の使 い方,技 術

上 の術語 ・用語,さ らに構造 への知識 など伝 え られな くとも,カ ンと根気 さえあれば,

結 構上手 につ くれ る し,も ともと自分 たちでつか うもの なのだか ら,心 の こもった,
                                 

使 い ごこちのよい ものをつ くりだす可能性 を もって いる。 あるものが伝 え られ,定 着
                                                コ           

してゆ くとき,お そ らく,道 具や機械 ばか りで な く,制 度 も,こ とば も,し ぐさ もし
         

きたりも,AとBと のあいだには,形 のうえではよく似ていても,そ れが偶然の結果

である場合がありうるし(独 立発生 ・可能性の制限など),意 識的に似せる場合でも,

作 りだす技術がつたえ られる場合(こ れには厳密に伝え られる場合 とそうでない場合

とがある),そ して,し かも,形 が同じ場合 と似ていない場合,技 術は直接に伝わら
               

な くとも,出 来あいの ものをまね ることか ら,形 はそれ ほどちがわない ものをつ くり

だせ る場合な どが あ りうる。豊根のカゴ細工 のありかたが,こ の最 後の型 にふ くまれ

る。 カゴ細工 とい うものは,本 当は,そ ういうもの なのか もしれない し,そ うい う行

き方 もあ って よい。

 3 カ ゴの形や作 りには,た いてい,む か しか らその土地でま もられ,育 てつづけ

て きた,ま た,そ うした型 を支 える,そ の土地特有の好みがある。久連 の関東 風の2

重 の巻 口仕上げの手法や,志 賀町の能登 のカゴにみ る2重 の巻 口仕 上げ,豊 根 の6つ

目目通 しな どもその1例 で,同 じノ リ採 りのカゴで も,久 遠 と志賀 町では,こ こで と

りあげた ように,形 はまるで ちが う。神戸町 の竹箕の ところで紹介 したよ うに,ミ の

縁づ くりには,は っき り意識 されているように,と ころによって作 りがは っき り異 な

る。そ こで,そ れぞれの形 や技術 がどれ ほどの ひろが りを もっているかが,あ らため

て,問 題 にされてよい。

 4 マ ダ ケのカゴ細工 とネマガ リダケの タケ細工 とのあいだには,も し仮 りにこの

2つ のカ ゴ細工が,ま った く独 自に形作 られた ものではない とした ら,ど のような関

係が あったのだ ろうか。 この2つ のカゴ細工のあいだに,た とえば,親 子の関係が あ
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った とした ら,ど ち らが親なのだろ うか。 また,姉 妹の関係があ った とした ら,ど ち

らが妹 なのか。 あるいは;2つ は異母兄弟 なのだ ろうか。 とお くさか のぼ って,た ぶ

ん,殻 物栽培 と結びついて,マ ダヶのタケ細工が列島を北にのぼ り,そ の影響か らネ

マガ リや スズのカ ゴ細工が生 まれた という思いつ きもでき るし,い っぽ うで は,こ れ

まで掘 りだされた遺物や遺跡 の有様か ら,も うす こし古 い時期,す で に別 のルー トを

とお って,カ ゴ細工が,こ の列 島に根づ いていて,そ こに南 の(と い ういい方はま こ

とに不正確ないい方なのだが)カ ゴ細工がお よんだ とい う思 いつ き も成 りたつ。 こう

した,我 が国のカゴ細工 の起源 につ いては,も ちろん遺物 や遺跡の様子か ら裏づけ ら
                                

れねばな らないが,そ うした推測へ のい とぐちを,マ ダケな りネマ ガ リダケの タケ細

工 の現状の,詳 しい比 較か らたど りはじめる追 いつめ方 があ ってよい。2つ の タケ細
                            コ                

工 の係 りあいを,そ こまでさかのぼ らせ ることをため らいがちな人 たちに とって も,

マダケ,ネ マガ リ,そ れぞれのカゴ細工を独 自に発 展 さす ことを試 みる人 たちに とっ

て も,2つ のカ ゴ細工を比べ あわせてみ ることは,い とぐちとなるにちが いない。
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1 イ ソビク,静 岡県沼津市久連。

2 メカゴ,愛 知 県豊根村。

3 ヨコテゴ,石 川県羽咋郡志賀町。

4 バイカゴ,同 上。

5 ソバアゲザル,長 野県上水内郡 戸隠村中社。

6 セッケ ンィ レ,同 上 。

  附図1 中 部 地方 の タケ カ ゴ細 工
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 7 久連 のイソビクの縁づ くり

 8 豊根 村のメカゴの縁づ くり

 9 志賀 町のヨコテゴの縁づ くり

 ユ0 ヨコテゴの底の中心部

 11志 賀町 のザルの底あみ

 12 タケを割 る(志 賀町)

附 図2 中部 地方 の タケ カゴ細 工
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13愛 知県豊根村 のカゴ細工

14   同

15   同

16   同

17長 野県戸隠村の カゴ細工,ト ガ クシ(ム ギブル イ)

18   同

 附図3 中部地方のタケカゴ細工
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19 タケキ リに山へはいる        20 タケを切る

21 タケを束ねる            22 タケヘギ

23 タケヘギ(ナ タで身 をそ ぎお とす)   24 タケヘギ(ナ タで割 る)

     附 図4 戸 隠 村 の ネ マガ リタケ細 工(196ユ 年)
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